
（別紙３）

～ 令和7年3月10日

（対象者数） 16 （回答者数）
11

～ 令和7年3月7日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・ＰＥＣＳ等、様々な研修受講や、関係機関との連携強化。

・固定化しない活動プログラムの取り組み

2

・保護者に対する十分な周知がされていないため、周知の徹

底を図っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・他の事業所等の情報収集が必要と考えられる。

2

3

○事業所名 あおいとりプラス帯広教室

○保護者評価実施期間
令和7年2月27日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域に開かれた事業運営が十分に図られているとは言えな

い。

・地域に、どのような形が「開かれた事業運営」と言えるの

か、情報が十分にない。

・利用児の特性にあった「個別療育」と、社会性に身につく

「小集団療育」の実施。

・利用児の特性に合わせた教材の選定。

・口頭でのやり取りが難しい利用児に対し、絵カードなど視覚

的なもので行っている。

・法人内に「子ども発達相談センター」を開設し、センター長

による児童・保護者に対する相談機能を充実させた。

・事業所での児童の行動観察などを行い、療育に対するアドバ

イス

事業所における自己評価総括表公表


